
女性の多様な働き方への支援事業 【石川県】

①  女性就業率は全国トップクラスである一方で、働きたいが就職活動
 に至らない女性が約２万人おり、就職活動に至らない理由は、育児
 等の制約があることが多い。

②  県内企業では人手不足であるが、都市部に比べ業務のデジタル化
 が進んでおらず、デジタル人材の育成・活用の風土が浸透していな
 い。

地域の実情と課題

・いしかわ就職・定住総合サポートセンター（ILAC）

・いしかわ女性活躍推進協議会

【構成団体】（一社）石川県経営者協会、石川県商工会議所連合会、
石川県商工会連合会、石川県中小企業団体中央会、石川県信用保

証協会、石川県農業協同組合中央会、日本労働組合総連合会石川
県連合会、石川労働局、（公財）いしかわ助成基金、石川県

連携団体

・在宅ワーク等を活用した雇用形態においては、専門的なスキルが求め
られることも多く、スキルアップ講座の内容については、より達成水準
が高いものを検討する必要性がある。

・県内企業へのヒアリングの結果、企業の多くが在宅ワーカーへの業務
切り出しについての実績がなく、未だデジタル人材への発注を行う風土
が浸透していないことが確認できた。

今後の課題

・ 企業ニーズに対応した実践的なスキル研修の実施により、参加者が
 着実にスキルを身につける場を提供できた。

・ 研修やチャレンジジョブを経て、企業と人材のマッチングに寄与したほ
  か、在宅ワーカー等の新規就労意欲喚起にも一定の効果があった。

事業の効果

在宅ワークをするためのキャリア支援や就業機会の提供による多様で
柔軟な働き方への支援を行うとともに、女性デジタル人材を就職や在宅
ワーカーへの業務発注という形で県内企業につなげ、人手不足軽減や
デジタルスキル活用による企業の更なる成長への支援を図る。

目的・目標

① 企業ニーズ調査の実施及び在宅ワーカーの活用促進
② ①で把握した企業ニーズに対応したデジタルスキル習得研修の実施
③ きめ細かなフォロー体制によるチャレンジジョブ（試し働きの実施）
④ ③で育成した女性デジタル人材を県内企業とマッチングし、企業の

 人手不足軽減や成長支援を図った
⑤ いしかわ就職・定住総合サポートセンターに事業を委託し、就職まで

 を見据えたマッチング支援を効果的に実施

事業の特徴

個別事業費 ７,２００ 千円

交付金額 ５,４００ 千円

事業番号 ３

・新規就業者数    5人（目標25人）
・チャレンジジョブでのマッチング件数 185件（目標180件）

・スキルアップ研修（各コース5回：計15回実施）

・本事業による新規就業者  5人（目標：25人）
・（参考）新規就業を目指している者       11人（R6）



① 企業のニーズ調査・発掘

 県内企業に対して、在宅ワーカーへの仕事の発注や在宅ワークに求めるスキル等に関するヒアリングを実施し、在宅ワーク等に

関する企業のニーズを把握した。また、調査と同時に、中小企業に在宅ワーク業務の切り出しを啓発・普及することで、県内中小

企業のデジタル技術の活用を推進した。

② 女性未就業者等を対象とする在宅ワークに関する研修の実施

 ①の調査により把握した県内企業のニーズを踏まえ、在宅ワーク等柔軟な働き方を希望する女性未就業者等に対して、デジタル

 スキルの習得、在宅ワーカーの基礎知識、先輩ワーカー等との交流会の研修を実施した。

(1)【事前説明会】自分らしく働く一歩！オンライン交流会＆説明会（8/28）

参加者：69人

(2)【基礎講座】

最新デジタルツールの使い方講座＆先輩在宅ワーカーとの交流会（9/12）

参加者：68人

(3)【スキルアップ講座】（各コース 10月～12月）

①テレワーク入門講座 参加者：24人

②画像編集・サイト運営講座 参加者：25人

③SNS・ショート動画講座 参加者：31人

(4)【実務スキルセミナー】

税金や今後の働き方について考えよう！実務スキルセミナー（2/5）

参加者：98人

③企業の業務とのマッチング（チャレンジジョブ）

 県内企業等から発注のあった業務と就業を希望する女性とを、女性の有するスキル等

 に応じてマッチングし、就業希望者に在宅 ワーク等の多様な働き方を経験してもらう

 チャレンジジョブを実施した。

・在宅ワーカー説明会＆登録会 ２回（10/1、1/17） 参加者：計117人

④ 就業支援

 チャレンジジョブにより就労の経験を積んだ上で、希望に応じ、在宅ワーク業務の照会

 や就業支援を行った。

事業の概要
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